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佃　政則

アゲマキ稚貝の成長に伴う這い出し移動行動の変化

は じ め に

　アゲマキSinonovacula constrictaは佐賀県有明海の漁
業資源として重要な二枚貝で，原因不明の斃死に伴い
1994年以降ほとんど漁獲がないことから1，佐賀県では，
1996年から資源回復のための種苗生産・放流技術の開発
に取り組んできた2-8。
　これまでの放流技術の検討の中で，殻長7～8㎜以上
に成長したものを放流種苗としてきた6-9。これは，上
記のサイズ未満で放流した稚貝が，1ヶ月後にほとんど
いなくなる現象が観測されており，この密度減少要因が，
主にアゲマキ自らの移動または波浪等による散逸と考え
られてきた。すなわち，殻長平均7～8㎜以上であれば，
放流しても散逸することなく，高密度に生残すると考え
られてきたためである。
　アゲマキ稚貝の移動について，Wang & Xu10は，着
底以降殻長2㎜までの移動について検討した結果，餌，
光，温度条件により稚貝が這い回りまたは水中に浮遊し
移動することを報告している。吉本・首藤11）は，佐賀
県白石町の地先において，着底以降の稚貝の分布を調査
する中で，秋季の着底から春季（3～4月）までの殻長約
10㎜までは，着底地点から岸方向へ移動することを報
告している。また，アゲマキ養殖の経験のある漁業者も，
殻長約20㎜までは，一度干潟に穿孔しても，再び這い出
し移動することを指摘している。
　そこで，本研究ではこれまで放流サイズとしてきた平
均殻長7～8㎜が，放流適サイズであるのか，また，殻長
何㎜まで移動が起こるのかを明確にするために，稚貝の
殻長別に基質からの這い出しを検討する実験を実施した。
本報では，殻長の違いによる這い出し移動の発生の有無
について実験結果を報告し，放流初期の散逸の原因につ
いて考察した。

材料および方法

　殻長別の稚貝の這い出しを検討するため，実験1では
稚貝を殻長4～8㎜，10～14㎜，>15㎜の3段階に，実験2
では殻長4～8㎜，8～10㎜，10～14㎜，>15㎜の4段階に
分けた。実験に用いた稚貝はすべて有明水産振興センタ
ーで生産・飼育した稚貝を用いた。
実験１

　円形のプラスティック容器（直径8㎝，高さ10㎝，以
下，「円形容器」とする）に，六角川河口で採取した含
水率65.4％の泥（中央粒径10㎛）を詰め，その上に同一
殻長区分の稚貝10個体を置き，全個体が潜泥するのを確
認した。稚貝が潜泥した円形容器は，殻長区分ごとに4
つずつ準備した。その後，図1のように塩分25の海水10ℓ
を角型のプラスティック水槽に入れ，中心にエアースト
ーンを置き，その周りに稚貝が潜泥した円形容器を配置
した。
　実験開始とともにエアーストーンから空気を吹き出し，
水槽中央から放射状に流れる水流を作り，泥から這い出
したアゲマキが円形容器から舞い上がり吹き飛ばされ，
水槽底面に落ちるように水流を調節した。実験は水温11
～12℃で4日間実施し，毎日，円形容器から落ちた個体
の有無を確認した。落ちた個体については，水槽から取
り除き，実験を継続した。実験期間の餌は，Chaetoceros 

稚貝円形容器

エアーストーン

図1　本実験の模式図
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neogracileを使用し、飼育水中の濃度を2～4万/ℓと
なるように毎日給餌した。
実験２　

 実験に使用する稚貝個数，水槽及び容器は実験1と
同じ条件とした。殻長区分については，殻長8～10㎜
を追加し，4実験区とした。実験2では，使用した泥
の含水率を70 .9％，塩分25，水温19～20℃に設定
し，実験期間を10日間として，各区4例実施した。な
お，実験2の>15㎜区のみ，使用したアゲマキ稚貝
の個数が異なり，円形容器当たり5個体となった。
　各実験終了後に円形容器に残存する個体について
確認し，サイズ別に取りまとめ，一元配置分散分析
（Turkey’s test）により実験区別の差を検定した。

結果および考察

　実験1終了時の円形容器内の実験区別残存個数の割合
について，図2に示す。残存割合は，4～8㎜区でのみ
75％であり，その他の実験区は這い出しが見られなか
った。実験区の差について分散分析を行った結果，4～
8㎜区の残存個数は，他の2実験区よりも有意に低下し
ていた（p<0.01）。これは8㎜未満の稚貝が一度潜泥し
ても再度浮上し，移動している可能性を示唆していた。
　次に，稚貝が移動する傾向について，稚貝の殻長を

より詳しく調べるため，実験1の8㎜以上のサイズを8～
10㎜区，10～14㎜区に細かく分け，実験2を実施した。
　実験2終了時の残存個体の割合について図3に示す。
実験2でも実験1同様に，残存割合は，4～8㎜区でのみ
90％と他の実験区よりも低下した。実験区の差につい
て分散分析の結果，4～8㎜区の残存個数は，他の3実験
区よりも有意に低下していた（p<0.05）。
　実験1と2で4〜8㎜区の残存率が異なったことについ
ては，実験1の方が水温が11〜12℃と低いことから，よ
り低水温条件で這い出し・移動が起こる可能性が示さ
れた。この2つの実験結果から，稚貝サイズが殻長8㎜
未満の稚貝は，水温が19〜20℃の時よりも，11〜12℃
と低水温時に基質から這い出し・移動する可能性がよ
り強く示され，一方で，殻長8㎜以上であれば，這い出
し・移動の可能性が少ないことが示唆された。
　さらに，実験1の結果から，密度低下率を計算すると，
殻長8㎜未満の稚貝については，4日間で25％の低下が
起きており，これが4週間連続で起きたとすれば，残存
率は当初の密度の約13％まで低下する。これまで冬季
の放流時に確認された放流後1ヶ月後までに残存率が極
めて低下する現象については，本実験でみられた這い
出し・移動による散逸の可能性が考えられる。本実験
結果に加え，Wang & Xu10，吉本・首藤11の報告や漁
業者の経験なども踏まえると，実際の干潟域では，低
水温時に少なくとも殻長8㎜未満の稚貝が移動している
可能性が推定された。
　これまで，センターでは平均殻長が7～8㎜サイズに
成長した稚貝を放流に用いてきた。なかでも殻長が8㎜
未満の個体については，本実験同様の現象が発生し，残
存率の低下につながっていた可能性が考えられる。した
がって，今後の放流においては，少なくとも8㎜以上の
稚貝を放流種苗に用いることが望ましい。
　本実験結果では，稚貝の這い出し・移動の要因が低
水温及び稚貝の殻長条件である可能性が示唆されたが，
Wang & Xu10が稚貝の移動の要因として，水温の他に
光及び餌条件も指摘していることから，これらの環境
要因についても今後検討する必要がある。
　現在，稚貝の這い出し移動・散逸対策について，放
流後に放流域全体を覆う被覆網を施し，物理的に移動
を制限する措置を干潟域で実験している。その結果，
放流後１ヶ月を経過しても，急激な密度の減少が起き
ず，3ヶ月後に殻長3㎝程度まで高密度に生残させるこ
とが可能となっている。この実験の詳細については次
報で報告する。

図2　実験1終了時の円形容器内のサイズ別残存個数の割合

図3　実験2終了時の円形容器内のサイズ別残存個数の割合
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